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大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

令　和　３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本語学会　日本方言研究会　計量国語学会　日本音声学会　地理言語学会
西日本国語国文学会

西日本諸方言の研究

愛知大学文学部文学科国文学専攻卒業

学士（文学）

国語学　方言学　社会言語学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

科学研究費補助金
・基盤研究C　研究代表者　研究課題： 対人コミュニケーションにおける配慮表現の地域差に関す
る研究
・基盤研究B　研究分担者 研究課題：『瀬戸内海言語図巻』の追跡調査による音声言語地図 の作
成と言語変容の研究（友定賢治・広島県立大学）
・挑戦的萌芽研究　研究分担者　研究課題：Classification of regional dialects in Japanese（服部
恒太・徳島大学）

大学院博士後期課程
担当科目

授業科目

学部担当科目

通信教育部担当科目

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・10名の卒論指導にあたった。
・学部１年生学生のフィールド調査指導。
・テキストマイニングの技法指導。

「今川焼き」に関する各種取材協力：取材での質問に回答したほか、コメントを行う。
雑誌関係：雑誌『Savvy』
テレビ関係：福島テレビ、名古屋テレビ。
新聞社関係：北日本新聞、読売新聞。

・国文学の世界
・学問と社会
・言語情報処理論
・国語学概論Ⅰ・Ⅱ
・国語学特殊講義
・言語伝承論
・国文学演習Ⅰ・Ⅱ
・演習Ⅱ
・国文学購読（九）
・卒業論文

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・国文学科主任



共著

単著

共著

単著

②

アジア全域の全語族につき2000地点ほ
どの密度で「太陽・稲・乳・風・鉄・計数
法(類別詞)・声調とアクセント・雨が降
る」の8項目に対して言語地図を描画
し、それぞれの語形の形成過程に関す
る解釈を集成した。24名からなる各語族
の専門家によるコラボレーションの成果
である。項目ごとにアジア全域における
概観が与えられ、マクロ・ミクロな地理分
布をパノラマのように一望することがで
きる。本文英語。
付録:A1判言語地図4枚(両面印刷)
日本語の方言についてすべての項目
を担当した。

第５８回表現学会全国
大会シンポジウム「方
言表現論の最前線」

（その他）

①　地方自治体による方言活用
 ー事例紹介と実態調査報告ー

（学会発表）

①　「断り」にみる配慮表現の動
向

②

②　「断り」にみる配慮表現の動
向

令和3年5月8日
峪口有香子氏との共同研究発表。
Zoomによるオンライン発表。

研究発表。
Zoomによるオンライン発表。

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

①Linguistic Atlas of Asia ハー
ドカバー

②

科研成果の一部を報告した。
pp.28-pp.37

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

『表現研究』第63号
表現学会

令和3年3月

第8回実践方言研究会

令和3年6月5日

①

ひつじ書房2021.9.30

②

③

③

③


